
剖を行うにあたって、解剖の内容やご遺体のお引き取り方法などについて解

剖担当医から説明があります。本同意書以外に解剖承諾書をいただく場合が

あります。） 
⑦ 原則として患者様ご遺族、当院関係者は解剖に立ち会うことはできません。 
⑧ 解剖担当医により、解剖当日に死体検案書が作成され、患者様ご遺族と当院

に渡されます。死体検案書を修正した場合、ご希望に応じてご遺族にお渡し

いたします。後日、解剖所見を整理、検討し、解剖結果報告書が作成されま

す。なお、解剖した結果、死体について犯罪と関係のある異状があると認め

られたときは患者様ご遺族、当院にその旨連絡をいただいた上で、死体解剖

保存法 11条に基づき解剖担当医から警察に届出が行われることとなります。 
⑨ 解剖後はご遺体を清拭し、礼を失わないよう配慮されます。 
⑩ 解剖結果と臨床面での調査をもとに、モデル事業担当医師（法医、病理医、

臨床医等）や看護師、法律関係者等によって構成される地域評価委員会にお

いて、診療行為と死亡との因果関係の評価が行われます。 
⑪ 地域評価委員会において評価結果報告書が作成されます。評価結果報告書の

内容については、地域評価委員会から、原則として同一機会に患者様ご遺族

と当院へ説明が行われます。 
⑫ （社）日本内科学会内に設置された運営委員会にて、評価結果報告書をもと

に今後の予防策、再発防止策について検討されます。 
＊ 患者の遺族とは、患者の配偶者、子、父母及びこれに準ずる者（これらの者

に法定代理人がいる場合の法定代理人を含む。）とする。 
＊ 調査受付窓口：（各地域の受付窓口を明示する） 
 
【個人情報の取り扱いについて】 

このモデル事業で扱う資料等の多くが慎重に取り扱われるべき個人情報であ

ることから、モデル事業の担当者には守秘義務がかけられており、また、提出

した資料等は厳正に管理されるますので、個人名、医療機関名などが公表され

ることはありません。 
①使用、管理、保存 

当院が提出した診療録等の写し等は、モデル事業において調査、評価にかか

わる医師、地域評価委員が使用し、調査終了後に医療機関に返却又は破棄され

ます。評価結果報告書の写しは、(社)日本内科学会内に設置されているモデル事

業中央事務局に送付され、運営委員会にて使用されます。解剖結果報告書、評

価結果報告書、その他関係の書類はモデル地域において調査受付窓口が管理を

行い、調査終了後少なくとも５年間保存します。 
②情報提供 

死体検案書は解剖担当医より提供されます。また、評価結果報告書はモデル

事業の地域評価委員会より提供されます。解剖結果報告書は評価結果報告書と
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